
 

 

 

 

地球環境に果たす海の仕組みと役割 
 

 

 

『主催』：静岡商工会議所（静岡市清水産業・情報プラザ） 『共催』：しみず新産業開発振興機構 

 

今回は、東海大学・海洋学部より下記の内容でご講演いただきます。最先端研究の内容を知ると同時

に、研究者との交流も持っていただき、今後の企業活動に活かしていただければと存じます。多数のご

来場をお待ちしております。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参 加 料  無料 （交流・懇親会参加者は 1,000 円: 軽食・飲物を用意いたします） 

  定  員    ５０人 

  申込方法  下記申込書にご記入のうえ Fax 又は Mail で申し込み下さい 

  事 務 局  静岡商工会議所 新産業課（担当：相磯、小堺） 

TEL:054-355-5400  FAX:054-340-5117 mail:info2@nio-s.net 
 

※ 学校側との積極的な交流を図るためにも、ぜひ交流会までご出席下さい。 

※ 尚、申込書にご記入いただいた情報は、当日名簿として配布するほか、静岡商工会議所からの各種連絡・

情報提供に利用する事がありますことを、ご了承下さい。 
 

 

第６５回「産学官交流講演会・交流会」申込書 5月 17日(火)開催 

FAX 054-340-5117 

事 業 所 名  

参加者名 (役職 ) (        ) (        ) 

講 演 会 参加 ・ 参加しない 参加 ・ 参加しない 

交 流 会 参加（有料） ・ 参加しない 参加（有料） ・ 参加しない 

所 在 地  T E L  

※ E - m a i l  ※ F A X  

 
※欄＝今後の『産学官交流会』のご案内を希望される方はご記入願います。 
（原則 E-mail 案内とさせていただきます。FAX をご希望の場合は、「FAX 欄」のみご記入下さい） 

第 65 回「産学官交流」講演会・交流会 東 

海 

大 

学 

学  校   東海大学・海洋学部 
 

開催日時   ５月１７日（火） 講演会 17:00～18:30  交流会 18:30～19:30 
 

会    場    講演会 静岡商工会議所清水事務所３階 静岡市清水区相生町 6-17 

交流会   同 上  ７階 産学交流サロン 
 

講 演 １   「“まちづくり“を考える ～漁村の熱い挑戦～」  

東海大学 海洋学部 海洋文明学科 准教授 関いずみ 氏 
 

講 演 ２   「二酸化炭素を吸収する海 ～温故知新的方法論～」  

東海大学 海洋学部 海洋地球科学科 教授 加藤義久 氏 



 

・講演１．『 “まちづくり“を考える～漁村の熱い挑戦～ 』 

海洋文明学科 准教授 関いずみ 氏 

 漁村と関わるようになって約 20年経ちました。仕事を始めた当初は、施設や設備といった、いわゆるハー

ド整備が漁村のまちづくりの中心だったような印象があります。けれど徐々に、ハードを活かすためにはソ

フト対策が重要だということが共通認識されるようになり、まちづくりの核は、人の力や地元の主体性とい

ったものに移行してきた感があります。 

 ここでは、漁村のまちづくりの事例を紹介しながら、まちづくりとは何か、ということを考え、3月 11日

の未曽有の災害で、大打撃を受けた地域のこれからや、私たち自身の地域とくらしのあり方について、思い

を馳せてみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

    地域に根差した漁業活動     漁村の新しい産業興し（カツオのたたき体験） 

 

・講演２．『 二酸化炭素を吸収する海～温故知新的方法論～ 』 

海洋地球科学科 教授 加藤義久 氏 

 1960年代、我が国は高度経済成長のかけ声と共に、国土の改変や産業活動が活発となりました。それは世

界の潮流でもあり、富める国と貧しい国の格差は広がりました。その代償として発生した環境汚染は人々の

心に暗い陰を落としました。そして、21世紀を迎えるころ、世界の人々は地球規模で環境問題をとらえなけ

ればならないと理解するようになりました。現在、私たちは豊かな生活を追い求め、その代わりに大気中に

二酸化炭素を放出し続けています。大気二酸化炭素の問題は一国のみの努力では解決しません。「地球環境」

とは地球規模で環境を考えることですので、その解決策は簡単でもなく、単純でもありません。 

本講演では、政治や経済からはなれて、

海の仕組みと機能についてお話ししま

す。 

医者が人の病気を治すのに、原因を調

べ、その人に適した治療を施すことに似

て、地球環境に果たす海の仕組みと役割

について知っておくことは、基本的に大

事なことであると思っています。 

鍵となる証拠は、はるか南極氷床コア

から見つかった過去から現在までの大

気中の二酸化炭素濃度の年代変動です。

この事実が我々人類を救うヒントを与

えているのではないか、そのような視点

に立って海洋と二酸化炭素の問題をお話しします。 

以上 

 


